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あらまし 近年，Instagram などのソーシャル写真サイトの普及が進んでおりそこでは，画像とテキス

トタグによってコミュニケーションがとられている．しかし，ユーザのコミュニティ外である膨大な

利用者の投稿から適切な画像を自力で検索することは困難であり十分に Instagramを活用しているとは

言い難い．このことから，Instagram の利用者が増えれば増えるほど情報量は増えるためユーザが困惑

する場面が増えるのである．そこで，本研究では映像を対象として映像にあった意味のある画像を

Instagram から付与する手法を発見し，さらに，抽出してきた画像を対象の映像と同時に並列して閲覧

することができるシステムを提案する． 
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1. はじめに 

Instagram1などの写真共有サイトは年々ユーザ数が増加し

ており，膨大な写真が日々投稿され共有されている．それら

の写真にはテキストとハッシュタグが付与されており，その

中には写真の説明として，撮影地の名前やそこで何をしたの

かといった感想など，ユーザの観点によって様々なものがつ

けられている．本研究において，Instagramなどの写真共有サ

イトをソーシャル写真サイトと呼称しているのは，テキスト

とハッシュタグによってサイト内でユーザが様々な人と写真

を通じてコミュニケーションをとることができるからである．

それらのハッシュタグを参照すると，撮影画像に対する人物

や建物，場所や雰囲気等，多くの情報を得ることが可能であ

る．しかしながら，実際に Instagramからユーザにとって適切

な画像を検索してくることは難しい．例えば，兵庫県三田市

の情報が欲しいユーザが「三田」と検索した場合，兵庫県三

田市の情報だけでなく，東京都三田といった全く異なる地域

の画像も検索される．これは，検索キーワードが適切でない

ためと考えられる．そこで，本研究では，三田の意味的構造

を得ることで，適切な検索キーワードを抽出する手法を提案

する．この意味的構造を得る手法として，今回，映像コンテ

                                                   
1 https://www.instagram.com 

ンツに着目した．映像は，画像が連続したもので，かつ，そ

れら映像に対する字幕情報（クローズドキャプション）が付

与されている．また，映像に対する意味的構造を取得して検

索キーワードを生成することで，映像に合った適切な

Instagramの画像を取得できることで，付加情報としてテキス

トだけでは伝わりきらない部分を画像で補うことができる．

映像から兵庫県の三田市という意味的構造を得られることで，

Instagramの検索の際にその意味的構造を反映することができ

れば，映像に合った画像のみを抽出してくることが可能なの

である． 

本研究では Instagram から意味のある画像を映像に付与す

ることを目的とし，さらに抽出してきた画像を映像と並列し

て閲覧することができ画像によって映像の内容を補足すると

いうシステムを提案する．今回提案するシステムを使用する

環境としては，見逃し配信として提供されている番組コンテ

ンツをパソコンやタブレットでユーザが視聴する場面を想定

する．また，本研究では，最初の取り組みとして対象を地名

と限定し，地名が多く出てくる旅番組を視聴対象とする．旅

番組で訪れた地域のより多くの情報を Instagram の画像に付



  

 

 

与されているハッシュタグを用いて映像を補足するシステム

を構築する． 

本論文の構成は以下の通りである．2 章ではシステム概要

と関連研究について述べる．3 章では映像の意味分析に基づ

く画像抽出方式について説明する．4 章では本研究のまとめ

と今後の課題について述べる． 

 

2. システム概要と関連研究 

2.1 映像と写真の連動システム 

 本研究においては，Instagramの中でもハッシュタグに最も

情報があると考えている。先程にも述べたが，Instagramの投

稿には画像だけでなく，テキストやハッシュタグ，位置情報，

投稿時間など様々な情報がある．しかし，ハッシュタグには

ユーザによっては位置情報や時間情報，また気象情報など，

ハッシュタグだけでほとんどの情報をカバーできるのである． 

本研究では，ハッシュタグに注目し，Instagramから意味の

ある画像を抽出してくることを目的としている．抽出した画

像を映像に付与することによって，映像だけでは知ることが

できない部分をテキストではなく画像という情報で視覚的に

直接補足できるのではないかと考えた． 

図 1 に提案システムの流れを示す．提案システムの手段と

してまず，手法の対象となる映像シーンの分割をする．分割

する基準としては映像内にでてくる地名を用いる．次に，分

割されたシーンごとの地名を，そのシーンが何を説明してい

るのかを表すキーワードとする．そして，それらのキーワー

ドの地理的関係性を，Wikipedia を用いてツリー構造で表し，

映像の意味分析を行う．また，シーンごとの地名をハッシュ

タグとして Instagramで画像検索する際の対象とする．そして，

抽出してきた画像を出力として画面に地図と共に表示する．

また，提案システムは，画像だけではなく，映像の意味分析

によって得られるシーンのキーワードに関連性があるものを

関連タグとして画面に表示する．  

 

2.2 関連研究 

映像を対象として，地図とストリートビューで映像を補足

する研究である[1]．この研究では，映像の字幕情報から地名

の出現時間を抽出し，その地名の地理的関係を地図とストリ

ートビューを用いて可視化することにより，ユーザに分かり

やすく示している．また，Wang ら[2]は，映像の字幕情報か

ら映像の話題語抽出に基づきシーンを検出し，シーンの話題

性に基づくシーンの削除と，投稿映像，画像や地図を用いて

新しいコンテンツを追加する映像視聴システムを提案してい

る．本論文では映像の字幕情報を抽出し，映像の補足を目的

としている点は同じだが，画像を用いて映像の地理情報を補

足することによって簡単にその地域のイメージをしやすくす

ることができる． 

 異種メディアコンテンツの統合に関するものとしては，Ma

ら[3]の研究があげられる．WebTelop は映像と Web コンテン

ツの連動を自動的に行い，情報の補完や統合を行うシステム

である．本論文では，このような異種メディアコンテンツを

同時に視聴できるようなシステムを提案する． 

  また，西脇ら[4]の研究は写真共有サイト Flickr の画像に

付与されているタグや位置情報から写真をクラスタリングし

て穴場スポットの抽出を行っている．さらに，遠山ら[5]の研

究は写真共有サイト Flickr からテキストタグの周期性を発見

し，それに基づいた写真閲覧システムを提案しており，人間

が意識できない周期で繰り返すイベントの発見が可能だと記

している．これら研究から SNSにおけるテキストタグからさ

まざまな情報が得られることがわかる．また，大崎ら[6]はテ

キストタグだけではユーザが求める画像を正しく検索できな

いとし，画像の色，テキスチャ，形状などから類似画像検索

するとしている．さらに，松尾ら[7]は画像特徴に基づいたク

ラスタリング結果が，言語概念上の下位語による画像分類と

どれだけ一致しているかという判定方法に言語のツリー構造

を用いている．本研究では，画像の特徴を用いるのではなく

 

図 1 映像と写真の連動システムの概要図 



  

 

 

映像の意味を分析し画像集合を絞ることによって，より正確

な画像を推薦する．Kim[8]らは，1つの画像からファセットと

抽出する手法を提案しているが，本研究では，画像の意味的

関係だけでなく，映像の構造にも着目している．． 

 

3. 映像の意味分析に基づく画像抽出 

3.1映像シーンの分割 

 本節は，画像を付与する対象である映像の分割方法につい

て述べる．システムでは，映像シーンの切り替えに付与する

画像が自動的に変わっていくため，映像シーンの分割を行う．

具体的には，Wikipediaを用いて映像に付与されているクロー

ズドキャプションから地名を抽出する．映像の時系列に沿っ

てある地名からその後に出現する地名までの映像区間を 1 つ

のシーンとして分割する．例えば，地名 A→地名 B→地名 C

の順で地名を抽出した場合，地名 Bが字幕に出現するまでの

映像区間を地名 A に関するシーン A とし，地名 C が字幕に

出現するまでの映像区間を地名 Bに関するシーン Bとして映

像を分割する．また，ユーザインタフェースにクローズドキ

ャプションから抽出された地名を中心とした地図を提示する

ことで，ユーザが現在どの地域に関する映像なのかを簡単に

理解することができる．図 2の例では，「伊香保温泉」→「沼

田町」→「猿ヶ京温泉」→「谷川岳」の順に 4 つのシーンに

分割されている．このように映像から抽出した地名を

Instagramからの画像検索の対象タグとして扱う． 

 

3.2 ハッシュタグと映像における意味的関係 

 ユーザは Instagramに投稿する際，テキストだけでなくハッ

シュタグ（#）を付けることによって情報を拡散し，より多く

の人に共有している．そのハッシュタグは 1 つだけではなく

複数も付けるため，それらの間に意味的関係が存在すると考

えられる．また，映像においても同じである．１つの番組に

おいて，何も関係性がないシーンが続くという事はなく，各

シーンにはなんらかの意味的関係が存在し映像が構成されて

いるのである．本研究では，表 1 のように意味的関係は，空

間的関係，時間的関係，概念的関係があると定義する．本論

文は空間的関係の包含関係と並列関係だけに着目した．空間

的関係とは地理的な領域関係であり，例えば，関西学院大学

は神戸市にあり，神戸市は兵庫県の領域中に存在するように

上位概念に下位概念が含まれている．図 2での例では，「群馬

県」と「沼田市」は包含関係であり，「伊香保温泉」と「猿ヶ

京温泉」の両方は群馬県の領域中に存在するため，伊香保温

泉と猿ヶ京温泉は並列関係である． 

今回提案するシステムでは，これらの空間的関係を用いる

のだが，映像から抽出した地名間の空間的関係を分析し，そ

こからユーザの知らない意外な関係性を抽出し推薦すること

が目的である． 

 

3.3 Wikipediaを用いた関連タグ抽出 

 本研究では Wikipediaを用いて映像の意味を分析する．

Wikipediaにはカテゴリページというものがあり，例えば

「群馬県」のカテゴリページには 20件の下位カテゴリと 12

ページの関連ページが含まれている．これを用いて映像の関

係性を分析する．旅番組“いい旅・夢気分”を用いて構築し

 

図 2 映像と写真の連動システムの概要図 

 

 

表 1 意味的関係の種類 

空間的関係 

包含関係 

並列関係 

時間的関係 

相対的関係 

絶対関係 

概念的関係 

is-a ~ 

part of ~ 

歴史的関係 

類似関係 

 



  

 

 

たツリー構造を図 3に示す．青文字は実際にクローズドキャ

プションから抽出できた地名である．ツリー構造図から分か

るように「沼田市」，「草津町」，「みなかみ町」は並列関係に

あたり，みなかみ町と谷川岳は包含関係にあたる．このカテ

ゴリページを用いてツリー構造を構築することによって，映

像の中の地名間の空間的関係性を判定することができる． 

 しかしながら，ツリー構造の末端が数多くあることと，1

つの地名に対してさまざまなツリー構造を作成することが 

できるという問題点がある．そこで，本研究ではカテゴリペ

ージにおいて 5ページ以下しか情報が記載されていないもの

はツリー構造には含まないとした．また，1つの地名に対し

てツリー構造が複数できるということに対して．例えば，

「伊香保温泉」という地名は図 3のツリー構造の他に，図 4

のようなツリー構造も作成することができる．これにより，

本研究では，対象地名としている 1つ上の上位概念がもつカ

テゴリ数が多いものでツリー構造を作成する．「伊香温泉」

の場合，図 3においては「渋川市」，図 4においては「群馬

県の温泉」があてはまる．そして，7カテゴリ・24ページを

含む「渋川市」と 53ページを含む「群馬県の温泉」を比較

して，より多くのカテゴリを含んでいる「渋川市」でツリー

構造を構築していくという手法である． 

 

3.4 Instagramからの画像抽出 

 提案システムでは映像を入力とし，Instagramから検索して

きた画像を出力としている．Instagramから適切な画像を検索

するために，本研究ではユーザ情報，位置情報，投稿時間な

どのデータがある中でハッシュタグと位置情報を用いて検索

を行う． 

 3.1 節で分割したシーンに対する地名を地名タグとして

Instagram全体の画像を検索する．図 2の例では，最初のシー

ンに「伊香保温泉」という地名がクローズドキャプションに

出現し，これを「＃伊香保温泉」として Instagramを検索する．

実際，Instagramで「＃伊香保温泉」を検索した結果は 14,328

件の投稿があった．これらの画像を提案システムのインタフ

ェースに提示する． 

 

3.5 関連タグの抽出方法 

 まず，関連タグの定義を述べる．関連タグとは 3.1 節で説

明した地名タグに関連するタグのことである．つまり，その

地名に関係しているが，映像では紹介されていない情報を 3.4

節で作成したツリー構造から分析し Instagram から抽出して

ユーザに推薦するということである．  

本研究では，Wikipediaを用いて作成したツリー構造におい

て，関連タグとして対象にしている情報の並列関係にあたる

情報が最も関連性をもっているのではないかと考え，その部

分をユーザに推薦したいと思う．関連タグの抽出手法として

は，3.4節で説明した，映像の分析によって構築されたツリー

構造を利用し．映像内で紹介されていないカテゴリまたはペ

ージの部分を取り出す．例えば，図 2 のように映像が「伊香

保温泉」のシーンである場合，関連タグが「＃敷島温泉」，「＃

水沢うどん」，「＃小野子山」，「＃渋川へそ祭り」になる． 図

3を示すように，この例の場合，「伊香保温泉」の１個上の上

位概念は「渋川市」となる．「渋川市」は 7カテゴリ・24ペー

ジを下位概念として含んでおり，「伊香保温泉」はそのうちの

1 つのページにすぎない．そこで今回は映像の中で紹介され

ていない，残りの 23ページの情報，つまり「伊香保温泉」と

並列関係にあたる情報を推薦するということである．（図 5）

 

図 3 番組 “いい旅・夢気分” でのツリー構造 

 

図 4 「伊香保温泉」に関する 別のツリー構造 



  

 

 

しかし，23ページ全てを推薦することは困難なため，ランダ

ムで 5件を表示する． 

さらに，提案システムとして関連タグをクリックしたら，

新たな情報が表示されるというように，ユーザにとって受動

的なだけでなく能動的に動くシステムである．関連タグをク

リックすることによって，集合体を絞ることができ，よりユ

ーザは有益な情報が得ることができる．今回提案する手法は，

関連タグをクリックしたときには，主タグと関連タグの両方

に関係している画像を表示し，さらに，最初に提示した関連

タグに対しても新たに関連タグを推薦するというものである．

例えば，「伊香保温泉」の関連タグの 1つである「＃水沢うど

ん」をクリックした場合，表示する画像の抽出方法としては，

主タグの「＃伊香保温泉」と関連タグの「＃水沢うどん」が，

「＃伊香保温泉」「＃水沢うどん」 というような形で 2 つの

タグが同時につけられている画像集合と，映像分析によって

作成されたツリー構造での「伊香保温泉」の 1 つ上の上位概

念「渋川市」の領域内で投稿された「＃水沢うどん」とタグ

がつけられている画像集合の 2つを抽出する．次に，「＃水沢

うどん」の関連タグの抽出方法として，映像分析において作

成したツリーでの上位概念，この例の場合は「渋川市」以外

の上位概念を Wikipediaから取り出し，その上位概念を親とし

て新たにツリー構造を作成し，そこで「水沢うどん」と並列

関係にあたる情報を推薦する．「水沢うどん」の上位概念とし

ては「渋川市」以外にも，「関東地方の麺料理」と「群馬県の

食文化」の 2つ存在していることが Wikipediaからわかる．こ

の 2 つのうち，より多くのページ数を持っている上位概念を

用いてツリー構造を作成する．「関東の麺料理」は 15ページ，

「群馬県の食文化」には 29ページ含まれているため，この場

合は“群馬県の食文化”をツリー構造の親として，「水沢うど

ん」以外の残り 28 ページの部分を関連タグとして推薦する．

また，関連タグをクリックしたとき表示する画像の変動と同

時に地図も変動する． 

 

3.6 ユーザインタフェース 

 提案システムのインタフェースを図 6 に示す．これは「伊

香保温泉」のシーンでの実行例である．画面左上には対象と

なる映像を配置している．そして右下には地図を配置してい

る．本研究では空間的関係に焦点を絞って行っているため，

地図を表示することによって映像がどの地域について放送し

ているかがユーザにとって簡単に理解することができる．赤

いピンはシーンの地名を表している．青いピンは Instagram の

投稿に付与されている位置情報を表している．シーンが変わ

ると自動的に地図も次の地点へピンが移動するが，前のシー

ンの記録も記憶させておき，視聴後に見直すことができるよ

うにする．右上には「＃伊香保温泉」で検索した結果，該当

する画像を表示する．表示の仕方は，人気順または新着順か

どちらかをユーザが選択できるようにする．人気順とは , 

Instagramの機能の一つである「いいね」の多い順とする．画

面左下には 3.5 節で説明した関連タグのうち上位 5 つを表示

する．上位 5つとする判定の仕方は，その関連タグがWikipedia

で持つページ数を基準として判定を行うとする．シーンの移

り変わりによって自動的に提示する画像，地図，関連タグも

変わるようにする．そして，ユーザが関連タグの中から気に

なったハッシュタグがある場合，そのハッシュタグをクリッ

クすることによって，提示する画像と関連タグも同時に変更

される．また，映像視聴後に画像や関連タグの情報について

詳しく見られるように，画像と関連タグに「いいね」ボタン

を設置し，視聴後にユーザ自身が「いいね」した情報を閲覧

 

図 5 “伊香保温泉”の関連タグの構造 

 

図 6 提案システムのインタフェース 

 



  

 

 

できるようにする． 

 

4. おわりに 

 本論文では，映像分析に基づくソーシャル写真サイトから

の画像付与方式を提案している．映像に対して，SNS を組み

込む研究は現在たくさん行われているが，Instagramと映像の

融合という研究は多くは見られなく，従来の研究とは異なる

ものであるといえる．また，本システムでは映像内容に合っ

た意味のある画像を Instagramから抽出するだけでなく，映像

の意味分析も行うことにより関連タグの表示も提案している．

これによってユーザにとって広がりのある情報を映像という

1 つのコンテンツから自動的に得ることができ，ユーザが自

分で調べるという負担を減らすことができる． 

 今後の課題として提案システムを実装し，システムの有効

性を検証する予定である．また，本研究では映像から地名を

抽出しシーンを分割しているが，この手法は完全な地名にし

か適用できない．しかし，実際の映像には不完全な地名も多

く存在している．今後は不完全な地名もシーンを表すキーワ

ードとして抽出することができる手法について検討を行う必

要がある．さらに，空間的関係のみだけでなくさまざまな意

味的関係に対応できるような手法も検討する予定である． 
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